
昨年度までは、学力向上に特化し、年度後半の半年間の改善サイクルを回す「改善プラン」に取り組んでいただき

ました。今年度から、１年間を通して改善サイクルを回す「学校経営アクションプラン」に基づく実践に取り組んでいた

だいています。今号では、教職員全員で「重点的取組」を行う際のポイントとメリット（利点）を紹介します。
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ポイント

①児童生徒に「付けたい力」を効果的に付けることができる。
子どもたちが本来持っている資質・能力は各学年や教科等で繰り返し発揮する中で高まっていきます。

②各教職員の「個人の知」が発揮され、「組織の知」が高まる。
組織全体の課題を解決するために、協議や情報交換を行うことで、個人も組織も成長します。

「自分の考えをアウトプットする」のような抽象的な言葉は、先生方一人一人で捉え方に違いが生じ
る可能性がありますね。学年会や教科会等で、取組の具体的な内容を確認し、共有することが大切です。

このように言語化する際に、「中学校（小学校）学習指導要領解説」を参考にして、各
学年段階で求められる力を確認しておくことが大切です。

中３の数学では、「数学的な表現を使っ
て論理的に説明すること」を大切にして取
り組んでいるよ。

各学年段階で求められる力を意識して説明させる
学習に取り組んでいるんですね。系統的な取組を充
実させれば、生徒も成長を実感しやすいですね！

３年生になるとそこまでできるんですね。中２の
数学では、「表、式、グラフなどを関連付けて説明
すること」が確実にできるようにしたいです。

数学部会で「自分の考えをアウトプットする」姿を言語化して教員間で共有するイメージ

学力向上のみならず、各校が抱える課
題の解決や特色ある学校づくりの実現に
向けて、１年間を通した道しるべとなるプ
ランです。
学校教育目標を達成させるために、現
状を把握し、課題が焦点化されています。

｢学校経営アクションプラン｣とは

中１の数学では、まず、「数学的な表現を
使って説明すること」から取り組んでいます。

児童生徒と教職員が「この学校で学べてよかった！」という学校へ！

「重点的取組」の内容を各学年や各教科等で言語化し、共有する。

ビジョン

メリット 児童生徒の資質・能力、教職員の力量、学校力が向上する。

課題の焦点化

優先的に取り組む内容

まずは、授業で
アウトプットする
機会を増や
そう！

自分の言葉
で堂々と話す
生徒を増やし
たい。

「重点的取組」とは

焦点化された課題を解決するために、
教職員全員で優先的に取り組む内容が
「重点的取組」です。

戦略

Ⓒ岡山県「うらっち」


